
本構想を実現していくためには、官民が連携して様々な取組を進めること、選手村整備事業と連携すること、さ
らに周辺のまちづくりと連携していくことが求められます。
官民連携の取組として、愛知県及び名古屋市が道路や公園などの都市基盤を整備し民間開発を誘導すること

のほか、官民共同で統一的な景観づくりを進め、質の高い魅力的なまちなみが形成されることなどにより、新たな地
域ブランドの創出が期待されます。
このようなハード的な取組のほか、事業者・地域住民などによるまちづくり活動（エリアマネジメント）などのソフト

面の取組も進めることで、地域のブランドが維持・向上されるような、魅力的な地域づくりを進めます。

民間のノウハウを活かし、基本構想で描く機能の誘致を進めるためには、用途や形態など現行の規制の見直し
が必要となる場合があります。例えば、地区の課題や特徴を踏まえ、官民が連携しながら、地区の目指すべき将
来像を設定し、地区計画制度の活用など、その実現に向けて取り組んでいくことも考えられます。

図 ：事業化のイメージ

◼都市計画制度の活用
◼都市基盤整備との連携
◼エリアマネジメントの推進
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事業化に向けて

県市による都市基盤整備と民間開発の間で、各事業の計画・設計から工事・供用段階まで、協議・調整を行
い、一体的なまちづくりを進めます。

エリアマネジメント推進組織の設置やパークマネジメントにより、開発コンセプトに基づいたまちづくりが継続的に行
われ、地域のブランド価値を高めていくことが期待されます。

◼ エリアマネジメント推進組織の設置
民間事業者・地権者、地域住民、ＮＰＯ等の様々な主体で構成されるエリアマネジメント推進組織が設置、

運営され、地域の価値を高めるための活動の取組を想定します。

エリアマネジメント推進組織によるソフト的な取組例として、次のような活動が想定されます。

図 ：実施体制のイメージ

地域住民
・町内会等

ＮＰＯ法人等

愛知県・
名古屋市

支援
協働

開発を行う
事業者・地権者

役割分担愛知県競馬組合

エリアマネジメント
推進組織

価値ある地域の形成・活性化

グリーン保全活動

取組 活動イメージ

維持管理 地域住民やボランティア団体等とともにエリア内の緑化（花や木の植樹等）や清掃を行う活動を通じ、
地域コミュニティの形成を目指す。

賑わい創出活動

魅力向上 「防災祭」、「スポーツフェスタ」などエリア全体で連携したイベントを地域住民や大学生、民間事業者が
連携して企画・開催することで、地域のコミュニティ形成を目指す。

図 ：賑わい創出活動のイメージ図 ：グリーン保全活動のイメージ

都市基盤整備との連携

エリアマネジメントの推進
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5. 事業化に向けて

県市による都市基盤整備と⺠間開発の間で、各事業の計画・設計から工事・供⽤段階まで、協議・調整を⾏
い、一体的なまちづくりを進めます。

エリアマネジメント推進組織の設置やパークマネジメントにより、開発コンセプトに基づいたまちづくりが継続的に⾏
われ、地域のブランド価値を高めていくことが期待されます。

 エリアマネジメント推進組織の設置
⺠間事業者・地権者、地域住⺠、ＮＰＯ等の様々な主体で構成されるエリアマネジメント推進組織が設置、

運営され、地域の価値を高めるための活動の取組を想定します。

エリアマネジメント推進組織によるソフト的な取組例として、次のような活動が想定されます。

図14：実施体制のイメージ

地域住⺠
・町内会等

ＮＰＯ法人等

愛知県・
名古屋市

支援
協働

開発を⾏う
事業者・地権者

役割分担愛知県競馬組合

エリアマネジメント
推進組織

価値ある地域の形成・活性化

グリーン保全活動

取組 活動イメージ

維持管理1 地域住⺠やボランティア団体等とともにエリア内の緑化（花や⽊の植樹等）や清掃を⾏う活動を通じ、
地域コミュニティの形成を目指す。

賑わい創出活動

魅⼒向上2 「防災祭」、「スポーツフェスタ」などエリア全体で連携したイベントを地域住⺠や⼤学生、⺠間事業者が
連携して企画・開催することで、地域のコミュニティ形成を目指す。

図16：賑わい創出活動のイメージ図15：グリーン保全活動のイメージ

都市基盤整備との連携2

エリアマネジメントの推進3



事業化に向けて

◼ パークマネジメントの実施
憩いゾーンには、県市が防災機能を持つ公園を整備することを想定していますが、民間事業者の開発と一体的

に公園を活用する提案があった場合には、公園の管理を民間に委ね、エリアの価値を高めるような活用を進めま
す。また、公園と隣接して、民間事業者が広場を整備・活用する提案があった場合には、官民の連携方策を検討
し、緑豊かな空間形成を誘導します。

大会期間中、組織委員会が選手村に必要な施設を整備し、運営します。

メイン選手村に必要な主な機能として、以下の内容を想定しています。
⚫ 選手・チーム役員約 万人を収容できる宿泊機能

⚫ その他、選手の滞在を支援する施設、選手や物資の輸送に関する施設など

今後、組織委員会において、選手村に必要となる機能を整理します。
なお、アジア競技大会全体では、選手・チーム役員約 万人の参加を見込んでいますが、メイン選手村から離

れた競技会場については、ホテル等により選手村を分散させる予定です。

図 ：第 回アジア競技大会
選手村宿泊施設の例

図 ：第 回アジア競技大会
選手村食堂施設の例

選手村整備事業との連携

選手村に必要となる施設
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5. 事業化に向けて

 パークマネジメントの実施
憩いゾーンには、県市が防災機能を持つ公園を整備することを想定していますが、⺠間事業者の開発と一体的

に公園を活⽤する提案があった場合には、公園の管理を⺠間に委ね、エリアの価値を⾼めるような活⽤を進めま
す。また、公園と隣接して、⺠間事業者が広場を整備・活⽤する提案があった場合には、官⺠の連携方策を検討
し、緑豊かな空間形成を誘導します。

大会期間中、組織委員会が選手村に必要な施設を整備し、運営します。

メイン選手村に必要な主な機能として、以下の内容を想定しています。
 選手・チーム役員約1万人を収容できる宿泊機能

 その他、選手の滞在を⽀援する施設、選手や物資の輸送に関する施設など

今後、組織委員会において、選手村に必要となる機能を整理します。
なお、アジア競技大会全体では、選手・チーム役員約1.5万人の参加を⾒込んでいますが、メイン選手村から離

れた競技会場については、ホテル等により選手村を分散させる予定です。

図17：第18回アジア競技大会
選手村宿泊施設の例

図18：第18回アジア競技大会
選手村食堂施設の例

選⼿村整備事業との連携2

選⼿村に必要となる施設1



事業化に向けて

計画予定地周辺の幹線道路、あおなみ線、中川
運河などの地域資源を有する港北エリアのまちづくりに
おけるハード・ソフト面の取組と連携し、地域の課題解
決、魅力向上に資する新たな価値・機能の創出を図
ります。

図 ：港北エリアと計画予定地

⚫ 組織委員会： 選手村仕様追加工事
一部の選手村機能を仮設整備

⚫ 組織委員会：選手村施設を撤去
⚫ 事業者：新たに施設を整備し運営

選手村

選手村仕様
追加工事

④ 選手村整備 アジア
競技大会 ⑥ 後利用（まちびらき）⑤ アジア競技大会 直後

仮設施設

事業者
追加工事

⚫ 事業者：
後利用施設を計画

選手村

選手村仕様
追加工事計画

仮設施設
計画

③ アジア競技大会前 後利用整備

⚫ 事業者：選手村として活用する施設を整備
一部はスケルトン整備（建物を
骨格は整備し、内装等は未整備）

⚫ 組織委員会：
選手村施設を計画

選手村

スケルトン
整備

② 選手村計画① 後利用計画

撤去

図 ：事業スキーム（施設整備の観点）

計画予定地を核としたまちづくりとの連携

後利用施設について、選手村施設としてそのまま活用する、部分的に活用する、選手村施設として活用せずに
大会後に整備するという 種類の施設が考えられます。
例えば、選手村施設として活用できる、集合住宅（分譲、賃貸）、商業施設、学校施設などを、組織委員会

が民間事業者から借りることなどが考えられます。
また、大会時に使用された仮設建築物を大会後に再利用することも考えられます。

選手村整備のイメージ

5. 事業化に向けて
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計画予定地周辺の幹線道路、あおなみ線、中川
運河などの地域資源を有する港北エリアのまちづくりに
おけるハード・ソフト面の取組と連携し、地域の課題解
決、魅⼒向上に資する新たな価値・機能の創出を図
ります。

図20：港北エリアと計画予定地

 組織委員会： 選手村仕様追加工事
一部の選手村機能を仮設整備

 組織委員会：選手村施設を撤去
 事業者：新たに施設を整備し運営

選手村

選⼿村仕様
追加工事

④ 選⼿村整備 アジア
競技大会 ⑥ 後利⽤（まちびらき）⑤ アジア競技大会 直後

仮設施設

事業者
追加工事

 事業者：
後利⽤施設を計画

選手村

選⼿村仕様
追加工事計画

仮設施設
計画

③ アジア競技大会前 後利⽤整備

 事業者：選手村として活⽤する施設を整備
一部はスケルトン整備（建物を
骨格は整備し、内装等は未整備）

 組織委員会：
選手村施設を計画

選手村

スケルトン
整備

② 選⼿村計画① 後利⽤計画

撤去

図19：事業スキーム（施設整備の観点）

計画予定地を核としたまちづくりとの連携3

後利⽤施設について、選手村施設としてそのまま活⽤する、部分的に活⽤する、選手村施設として活⽤せずに
大会後に整備するという3種類の施設が考えられます。
例えば、選手村施設として活⽤できる、集合住宅（分譲、賃貸）、商業施設、学校施設などを、組織委員会

が⺠間事業者から借りることなどが考えられます。
また、大会時に使⽤された仮設建築物を大会後に再利⽤することも考えられます。

選⼿村整備のイメージ2




